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　　　美郷町教育長様 関西石見会様（２名）

　　　美郷町商工会会長様 関西江津会様（２名）
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　 　　２．ご祝儀　　　　　　　　　　１４８，０００円
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②平成２２年度　決算報告 　 木村健茂 安田武雄
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　７．その他 　　 （順不同、敬称略）

　８．閉会の辞 石見神楽、八岐之大蛇の一場面

大
和
出
身
　
　
　
金
井
逸
枝

関
西
美
郷
会
第
四
回
総
会

 
ふ
る
さ
と
祭
に
参
加
し
て

第４回総会時助成金及び祝儀

で
大
和
出
身
者
二
十
四
名

、
沢
谷
十
九

今
回
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

　
尚
当
日
の
参
加
者
は
近
畿
在
住
の
方

誘
わ
れ

、
姉
も
誘

っ
て
里
帰
り
を
し
た
の
が
き

っ
か
け
で

、

　
昨
年
は

、

「
母
の
面
会
を
兼
ね
て
行
か
な
い
か

」
と
妹
に

　
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
の
は
今
回
で
二
回
目
で
す

。

百
十
四
名

、
美
郷
町
か
ら
は

、
沖
野

　
昨
年
は
母
も
元
気
で

、
施
設
へ
の
お
見
舞
い
も
出
来
ま
し

吾
郷
九
名

、
君
谷
十
四
名

、
の
計

出
か
け
ま
し
た

。

名

、
浜
原
三
十
六
名

、
粕
渕
十
二
名

、

　
大
阪
七
時
半
集
合

、
少
し
早
い
時
間
で
し
た
が
頑
張

っ
て

二
十
三
年
三
月
六
日

（
日

）
、
昨
年
に

市
町
の
近
畿
会
の
方
が
七
名
の
合
計

当
日
は
お
天
気
に
も
恵
ま
れ

、
車
中
に
ぎ
や
か
に
出
発
し
ま

第
四
回
関
西
美
郷
会
総
会
が

、
平
成

町
長
は
じ
め
十
七
名
の
方
が

、
近
隣
の

た
が

、
昨
年
七
月
七
日
に
永
眠
し

、
淋
し
く
な
り
ま
し
た

。

に
て

、
美
郷
町
出
身
者
が
沢
山
集
い

、

参
加
さ
れ

、
昨
年
よ
り
参
加
者
が

、

　
島
根
に
生
ま
れ
な
が
ら

、
知
ら
な
い
事
の
ほ
う
が
多
く

、

引
き
続
き
大
阪
市
西
区
肥
後
橋

「
徐
園

」

百
三
十
八
名
の
方
と
神
楽
団
の
方
が

し
た

。

　
当
日
は
沖
野
町
長
は
じ
め

、
多
く
の

総
会
は
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

今
年
は
い
つ
ま
で
も
暑
か

っ
た
せ
い
か

、
少
し
紅
葉
に
は
早

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

二
十
名
程
少
な
く
は
為
り
ま
し
た
が

、

途
中
大
山

、
三
瓶
山
も
紅
葉
が
美
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
が

　
今
年
は
大
和
荘
で
宿
泊

、
昨
年
同
様

、
美
郷
町
の
皆
様
に

近
畿
会
の
皆
様
に
も
ご
出
席
を
頂
き

懐
か
し
く
思
い
ま
し
た

。

美
郷
町
の
皆
様

、
又
近
隣
市
町
の

か

っ
た
よ
う
で
す

。
で
も
大
山
も
三
瓶
山
も
近
く
で
見
ら
れ

　
翌
日
は
美
郷
町
産
業
祭
に
参
加
し

、
田
舎
に
居
る
妹
も

の
懇
親
会
へ
と
進
行
し
ま
し
た

。

な
が
ら
沢
山
い
た
だ
き
ま
し
た

。

（
笑

）

始
ま
り
各
議
事
の
確
認
を
し

、
第
二
部

し
た

。
二
次
会
に
も
参
加
し

、

「
お
腹
い

っ
ぱ
い

」
と
言
い

　
総
会
は
別
掲
の
通
り

、
会
長
挨
拶
に

迎
え
ら
れ

、
歓
迎
会
の
後
は

、
大
好
き
な
神
楽
を
堪
能
し
ま

く
れ
ま
し
た

。

続
い
て
唱
歌

「
ふ
る
さ
と

」
を
合
唱
し

、

　
午
後
に
は
二
人
の
妹
が
両
親
の
墓
参
り
に
連
れ
て
行

っ
て

抽
選

、
地
区
別
記
念
撮
影
が
行
わ
れ

、

ま
し
た

。

神
楽

、
ふ
る
さ
と
ラ

ッ
キ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト

合
流
し

、
懐
か
し
い
人
に
も
出
会
い
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し

特
産
品
の
販
売
も
あ
り

、
大
い
に
賑
わ
い

　
と
て
も
楽
し
い
二
日
間
で
し
た

。

　
会
場
に
は
例
年
と
同
じ
く
美
郷
町
の

ま
す

。

期
し
て
散
会
と
な
り
ま
し
た

。

　
来
年
も
ぜ
ひ
参
加
出
来
る
よ
う

、
元
気
で
い
た
い
と
思
い
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そ
の
見
事
な
舞
い
に
酔
い
し
れ
ま
し
た

。

の
二
題
の
演
目
が
演
じ
ら
れ

、
会
場
は

石
見
神
楽

、

「
葛
城
山

」

「
八
岐
大
蛇

」

　
懇
親
会
で
は

、
千
原
神
楽
団
に
よ
る

関西美郷会だより

石楠花（美郷町花）

第　４　号
編集　・発行

関西美郷会だより
編集委員会

ま
し
た

。

最
後
に
万
歳
三
唱
し

、
来
年
の
再
会
を

　
懇
親
会
で
は

、
特
産
品
の
紹
介
や

ま
し
た

。

２０１1．１１．１４ 美郷町役場前にて



　
　
　
　
ゴ
ル
フ
同
好
会

　
優
勝
　
森
山
明
美
氏

（
川
本

）
二
位
竹
下
美
智
恵

（
美
郷

）

　
こ
ち
ら
事
務
局

　
夏
休
み
大
阪
体
験

交
流
ツ
ア
ー

　
　
ふ
る
さ
と

　
　
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
　

「
歩
く
会
」
だ
よ
り

　
山
の
原
Ｇ
Ｃ

（
恋
里
コ
ー
ス

）
　
十
六
名
参
加

　
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

★
平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
日

（
日

）
第
八
回
関
西
美
郷
会

　
関
西
美
郷
会
の
皆
さ
ん
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
西
美
郷
会
会
長
　
保
田
栄
昭

★
平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
七
日

（
水

）
第
三
十
八
回
　
近
畿

　
　
美
郷
町
役
場
　
　
　
　
企
画
課

　
私
達
の
絆
を
大
切
に
！

　
優
勝
　
木
村
健
茂
氏

　
昨
年
選
ば
れ
た
漢
字
が

「
絆

」
。
私
た
ち
関
西
美
郷
会
の

　
箕
面
Ｇ
Ｃ
　
百
十
三
名
参
加

（
美
郷
会
か
ら
八
名

）

　
寒
さ
も
日
に
日
に
厳
し
く
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た

　
島
根
市
町
村
人
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

　
関
西
美
郷
会
の
皆
様
お
元
気
で
す
か

。

　
昨
年
の
３
・
１
１
は

、
阪
神
・
淡
路
を
経
験
し
た
私
た
ち

　
関
西
美
郷
会
　
個
人
シ
ニ
ア
九
位

（
木
村
健
茂

）

く
じ
ら

」
と
位
置
付
け
特
産
化
を
図

っ
て
い
ま
す

。

会
員
が
常
に
求
め
て
い
る
の
も
絆
を
大
切
に
と
言
う
事
で
す

。

　
関
西
美
郷
会
　
団
体
A
十
五
位
　
団
体
B
十
七
位

美
郷
町
で
は

、
害
獣
イ
ノ
シ
シ
を
地
域
資
源

「
山

　
特
に
原
発
破
壊
で
発
生
し
た
放
射
能
汚
染
は
将
来
に
渡

っ

★
平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
五
日

（
日

）
第
二
十
六
回

資
源
の
利
用
活
用
や
地
域
お
こ
し
へ
の
発
展

、

「
山

に
も
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
の
大
災
害
で
し
た

。

　
次
年
度
日
程

　
今
年
は

「
つ
な
が
る

」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
地
域

た
ち
が
故
郷
へ
帰
れ
な
く
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

。

★
平
成
二
十
四
年
四
月
十
二
日

（
木

）
第
三
十
九
回
　
近
畿

建
設
的
で
個
性
あ
る
実
践
と
地
域
づ
く
り
を
考
え
る

て

、
被
災
住
民
を
苦
し
め
続
け
ま
す

。
恐
ら
く
か
な
り
の
人

　
邑
智
郡
会

く
じ
ら

」
を
縁
に

、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
通
し
て

せ
つ
な
い
程
の
ふ
る
さ
と
願
望
で
す

。

★
平
成
二
十
四
年
五
月
十
三

（
日

）
第
九
回

」
を
開
催
し
ま
し
た

。
フ

ォ
ー
ラ
ム
に
は
全
国
か
ら

　
そ
れ
で
も

「
帰
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
帰
り
た
い

」
と
の

　
島
根
市
町
村
人
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

情
報
交
換
の
場
と
し
て

、

「
山
く
じ
ら
フ

ォ
ー
ラ
ム

異
質
の
も
の
で
す
が

、
あ
の
方
々
の

「
想
い

」
に
は

、
共
感

★
平
成
二
十
四
年
八
月
十
三
日

（
火

）
　
第
五
回
　
関
西
美
郷
会

　
ま
た

、
定
住
対
策
と
し
て

、
平
成
十
九
年
度
か
ら

　
も
ち
ろ
ん
私
た
ち
が
ふ
る
さ
と
を
想
う
気
持
ち
と
は
全
く

　
関
西
美
郷
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
予
定

延
べ
六
百
人
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た

。

　
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
美
郷
町
は

、
幸
い
な
こ
と
に

、
い
つ

★
平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
三
日

（
日

）
第
二
十
七
回
邑
智
郡
会

今
年
度
は
上
野
地
域
に
六
戸
建
設
中
で

、
平
成
二
十

で
き
る
と
思
い
ま
す

。

　
故
郷
美
郷
町
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
予
定

若
者
定
住
住
宅
の
建
設
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

。

　
い
つ
で
も
帰
れ
る
か
ら

、
な
か
な
か
帰
ら
な
い

。
そ
れ
も

来
年
度
は
新
た
に
浜
原
地
区
に
建
設
の
予
定
を
し
て

で
も
帰
れ
ま
す

。

四
年
四
月
か
ら
入
居
さ
れ
る
予
定
で
す

。
ま
た

、

も
の
と
思
い
ま
す

。

ま
た

、
毎
月
発
行
の

「
公
報
み
さ
と

」
で

、
美
郷
町

現
実
で
す
が

、
せ
め
て
心
の
絆
を
強
く
結
ん
で
生
き
た
い

い
ま
す

。

　
昨
夏
邑
智

、
大
和
小
学
校
の
元
気
な
子
供
達
二
十
四
名
が

ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す

。

皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で

、

の

「
ホ

ッ
と

」
な
お
知
ら
せ
や
取
り
組
み
な
ど
を

く
れ
ま
し
た

。
一
日
目
は
甲
子
園
の
ナ
イ
ト
ゲ
ー
ム
を

、

　
　
　
　
歩
く
会
同
好
会
幹
事
　
　
　
中
村
嘉
男

二
日
間

「
夏
休
み
大
阪
体
験
交
流
ツ
ア
ー

」
に
参
加
し
て

去
る
七
月
二
十
九
日

（
金

）
か
ら
三
十
日

（
土

）
の

　
　
　
　
　
同
好
会
幹
事
　
　
　
　
　
　
木
村
健
茂

　
二
日
間
の
子
供
達
の
ス
ナ

ッ
プ
写
真
を
掲
載
し
ま
す

。

　
ハ
イ
キ
ン
グ
を
有
志
で
楽
し
み
ま
し
た

。

二
日
目
は
海
遊
館
の
見
学
や
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た

。

　
本
年

「
歩
く
会

」
同
好
会
で
は
四
月

、
六
月

、
十
一
月

、

　
関
西
美
郷
会
ゴ
ル
フ
同
好
会
は
今
年
度
六
回
の
コ
ン
ペ
を

　
万
博
公
園
に
て
花
見
を
し
な
が
ら
昼
食

に
見
舞
わ
れ
大
変
な
一
年
で
し
た

。

☆
第
一
回
　
平
成
二
十
三
日
四
月
三
日

（
日

）

　
昨
年
は
東
日
本
大
震
災
や
台
風
に
よ
る
被
害

　
 
ゴ
ル
フ
を
さ
れ
る
方

、
美
郷
町
出
身
者

、
友
の
会

☆
第
二
回
　
平
成
二
十
三
年
六
月
十
一
日

（
土

）

な
ど
厳
し
い
一
年
で
し
た

。

　
行
い
ま
し
た

。

　
帰
り
は
千
里
中
央
で
飲
食

、
参
加
者
十
四
名

　
ま
た
経
済
的
に
も
円
高
に
よ
る
景
気
の
停
滞

　
同
好
会
に
入
会
し
ま
せ
ん
か

。

　
休
憩
所
に
て
昼
食
　
参
加
者
十
二
名

元
気
な
日
本
に
な

っ
て
欲
し
い
も
の
で
す

。

　
会
員
に
限
ら
ず

、
近
隣

、
縁
故
者
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん

、

　
枚
方
山
田
池
公
園
の
紫
陽
花

、
菖
蒲
の
観
賞

　
今
年
は
そ
れ
ら
の
苦
境
を
跳
ね
返
し
て

、

　
京
都
嵐
山
で
紅
葉
の
観
賞

例
年
通
り
の
行
事
を
全
て
無
事
故
で
終
わ
る
事

　
問
い
合
わ
せ
0
9
0
*
８
９
８
１
*
５
６
４
７

（
木
村

）

☆
第
三
回
　
平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
九
日

（
日

）

　
昨
年
は
そ
の
よ
う
な
中

、
関
西
美
郷
会
で
は

☆
第
四
回
　
平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
三
日

（
祝

）

　
こ
れ
は
ひ
と
え
に

、
行
事
に
参
加
し
て
下

　
平
成
二
十
三
年
度
の
活
動
報
告

　
当
日
は
台
風
の
影
響
で
雨
と
な
り

、
ハ
イ
キ
ン
グ
中
止

が
出
来
ま
し
た

。

　
る
り
渓
Ｇ
Ｃ
十
五
名
参
加

（
美
郷
会
か
ら
九
名

）

　
柿
狩
り
の
後
持
参
の
弁
当
で
昼
食
　
参
加
者
二
十
五
名

お
り
ま
す

。
今
年
も
又
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

★
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
七
日

（
日

）
第
二
十
四
回

邑
智
郡
会

　
和
歌
山
九
度
山
町
に
て
毎
年
恒
例
の
柿
狩
り

さ

っ
た
方
々
の
協
力
の
お
陰
だ
と
感
謝
し
て

★
平
成
二
十
三
年
四
月
十
三
日

（
水

）
第
三
十
七
回

　
方
は
是
非
ご
参
加
下
さ
い

。
楽
し
い
で
な
！

　
昨
年

、
ゴ
ル
フ
同
好
会

、
歩
こ
う
会
同
好
会

　
優
勝
　
森
山
明
美
氏

（
川
本

）

　
毎
年
二
回
以
上
の
歩
く
会
を
行
い
ま
す
の
で
興
味
の
有
る

い
致
し
ま
す

。

　
箕
面
Ｇ
Ｃ
　
百
十
六
名
参
加

（
美
郷
会
か
ら
八
名

）

の
お
陰
で

、
無
事
に
予
定
を
終
わ
る
こ
と
が

　
近
畿
島
根
市
町
村
人
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

の
幹
事
が
代
わ
り
ま
し
た
が

、
こ
れ
も
前
任
者

★
平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
九
日

（
日

）
第
七
回
　
関
西
美
郷
会

　
願
わ
く
ば
参
加
メ
ン
バ
ー
が
少
し
で
も
増
え

　
関
西
美
郷
会
　
団
体
A
十
一
位
　
団
体
B
十
四
位

出
来
ま
し
た

。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

　
山
の
原
Ｇ
Ｃ

　
今
年
も
元
気
で
頑
張
り
ま
し

ょ
う
！

　
コ
ン
ペ

る
こ
と
を
願

っ
て
お
り
ま
す

。

★
平
成
二
十
三
年
八
月
十
四
日

（
日

）
第
四
回
関
西
美
郷
会

今
年
の
第
五
回
関
西
美
郷
会
総
会
は
左
記
の
通
り
で
す

。

　
台
風
の
為
ノ
ー
ゲ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た

。

日
　
時
　
二
０
一
二
年
三
月
四
日

（
日

）

　
富
士
三
次
Ｃ
Ｃ
　
二
十
二
名
参
加

（
美
郷
会
か
ら
十
一
名

）

　
故
郷
美
郷
町
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

皆
さ
ん
の
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

（２）　平成２４年（２０１２年）１月９日　発行 　　　　　関西美郷会だより 　　　　　　　　　　　　　　　　　　第４号
　
富
士
O
G
M
G
C
小
野
　
十
六
名
参
加

（
美
郷
会
か
ら
十
名

）

場
　
所
　
肥
後
橋
　

「
徐
園

」

★
平
成
二
十
三
年
十
月
二
日

（
日

）
第
二
十
五
回
邑
智
郡
会

　
　
　
　
午
前
十
一
時
よ
り

　
優
勝
　
橋
本
栄
治
氏

２０１１・７・３０海遊舘にて記念撮影

２０１１・７・２９風船飛ばし２０１１・７・２９甲子園に到着

２０１１・７・３０お別れ２０１１・７・２９甲子園スタンド

２０１１・６・１１山田池公園

２０１１・１１・２３柿狩りの後


